
 

 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

令和８年（2026年） 

第 10号 
３月２日 

 

「北の専門高校 ONE-TEAMフェスタ」を開催 
 

文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジ
ェクト」（R6～7 年度）の取組や、専門高校と産業界との持続可能な連携に資する情報、
さらには各高校で取り組んでいる好事例について情報提供します。 

「北の専門高校

ONE-TEAM プロジ

ェクト」の詳細は

こちら→ 
 

 令和８年２月 13 日（金）、札幌コンベンションセンターにおいて、「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」の
成果を共有し、産学の交流を図る「北の専門高校 ONE-TEAM フェスタ」を開催しました。専門高校の生徒及び教
員のほか、産業界関係者、中学生保護者など 254 名（会場参集 168 名、オンライン 86 名）に参加いただきました。 
本号では発表内容や当日の様子、参加者からの声を紹介します。 

基調講演 「海とまちを近くする会社」の地域づくり実例 
講 演 者 株式会社 LAUGH GROUP 代表取締役社長 大坪 友樹 氏 

〔主な内容〕 
○ 日本の水産流通を革新し、2048 年問題の解決につながる、「漁業者と食 

卓をつなぐ、一気通貫の事業運営」 
○ 事業を行うに至った経緯や思い 
○ 自分たちの強みや夢、社会から求められている価値を理解した事業の 

展開 
○ 持続可能な地域産業の創造 

 

成果発表 「高校生による産学連携を通して学んだこと等について」 
  

◆ 室蘭工業高校 
「産業界と連携・協働した室蘭工業高校の取組」 

◆ 小樽水産高校 
「企業と連携した藻場再生とゼロカーボンへの取組について」 
 

◆ 旭川商業高校 
「企業や大学との連携授業を通して学んだこと」 

 ◆ 置戸高校 
 「福祉×旅 星野リゾート トマムと考える福祉の可能性 

～全ての人々へ！福祉の力で豊かな人生を～」 

◆ 旭川工業高校 
「空調設備の担い手となるために～ダイキンとの出会い～」 

◆ 更別農業高校 
「社会とつながる私たちの学び」 

  

 

 本プロジェクトの拠点校（小樽水産、旭川商業、室蘭工業、更別農業）をはじめ、旭川工業高校、置戸高校の
６校の生徒が、各校における産学連携の取組から学んだことや、今後に生かしていきたいことなどについて発表
しました。生徒の皆さんによる発表や、質疑における発言の中から、特徴的なものを紹介します。 

＜講演する大坪氏＞ 

下記の二次元コー

ドから、各校の発

表資料を御覧にな

れます。↓ 

成果発表資料 

・地域課題の解決に向けた藻場再生を通して、環境保 

全について考える視点をもてるようになった。 

・水産業について、若い世代に伝える取組が重要であ 

ると気付くことができた。 

・「地域から学ぶ側」から「地域に関わる側」へ、自身 

の視点や行動が変化した。 

・農業や林業など、様々な業種と連携し、新たな発見 

が多くあった。 

 

・コミュニケーションの大切さを強く感じた。 

・他学科の学びを知り、視野を広げることの重要性や、 

様々な分野がつながり仕事や社会が成り立っているこ  

とを理解し、自分の未来を思い描くことにつながった。 

・エアコン据付実習を通して、当たり前にあるものが、 

ありがたいと思えるようになった。 

・作業手順の意味や根拠について理解を深めたことか

ら、「なぜ？」を追究する面白さに気付くことができた。 

・産学連携を通して、農業に関する学びが社会につな 

がっていることを、実感できた。 

・地域や農業が抱える課題を自分事として捉え、具体 

的な解決策を考えることができるようになった。 

・持続可能な福祉社会についての学びが深まった。 
・福祉の学びを観光業に生かす取組を通して、社会の 
広い分野で、福祉の学びや考え方が求められている 
と気付くことができた。 

＜成果発表の様子（室蘭工業高校）＞ ＜発表後の質疑応答の様子（左：置戸高校、右：旭川商業高校）＞ 



 

 

 

 

  

  

  

 

  

交流会 「産学連携で開発した商品の販売及び学習成果の展示」 
  

総括 北海道教育庁学校教育局高校教育課産学連携コーディネーター 月館 海斗 

参加者の声（アンケート調査結果（76名回答）から） 
  

  
12校がブースを設け、企業と連携して開発した商品の販売や、産学連携の成果に係る展示を行いました。 

 会場では、販売や展示などを通して、高校と産業界の活発な交流が図られていたほか、生徒や教員が学
科の垣根を越えて情報交換する様子も見られました。 

＜展示＞※（ ）内は展示・販売に関係した学科 
・札幌工業高校（工業）   ・当別高校（家庭） 
・静内農業高校（農業）   ・函館工業高校（工業） 
・大野農業高校（農業）   ・稚内高校（看護） 

  〔主な内容〕 
○ 次代の北海道産業の担い手として、地域産業の未来を真剣に考えること 

の重要性や、働く上で「目的が変われば、意識が変わる」こと 
○ 産業構造や働き方が変化する中、学校側と企業側双方から、地域産業に 

おける諸課題の解決に主体的に関わろうとすることが、持続可能な産学連 
携を実現する上で重要 

○ 学びの「振り返り」を丁寧に行うことで、変化の激しい時代においても、 
挑み続けることができる 

＜販売＞※（ ）内は展示・販売に関係した学科 
・札幌東商業高校（商業）  ・苫小牧総合経済高校（商業） 
・函館水産高校（水産）   ・旭川商業高校（商業） 
・富良野高校（商業）    ・更別農業高校（農業） 

＜月館コーディネーターによる総括＞ 

・ 専門高校の様々な取組について知ることができ、他校・他学 
科の取組にとても興味が湧きました。（専門高校生徒） 

 
・ 産学連携についてどのように考え、アクションをしていけば 

よいのかを見つけるためのよい時間となりました。今後の取組 
の参考にしていきます。（専門高校教員） 

 
・ 専門高校の学んでいる内容が地域に密着していることがよく 

分かりました。企業として、専門高校を支援していけるか検討 
していきます。（企業関係者） 

とても

できた

13%

概ねできた

49%

少しできた

28%

あまりでき

なかった

10%

本フェスタまたは本プロジェクトを通じて、 
異なる業界などと「つながり」をもつことができましたか 

＜主な感想＞  

＜全体＞ 

イベントの様子は、YouTubeにてライブ配信も行い、多くの方に視聴いただきました。 
本フェスタに御協力・御参加いただきました皆様、ありがとうございました。 

＜交流会での YouTube 配信（稚内）＞ 

＜顔出しパネルでの記念撮影（旭川工業）＞ 
＜レーザー加工機を使用したコースター製作（函館工業）＞ ＜地元の食材を活用したカレー開発に係る展示（静内農業）＞ 

＜道産食材を活用したドレッシングなど（札幌東商業）＞ ＜地域で水揚げされるブリを活用した加工品（函館水産）＞ 

＜地域特産物を活用した菓子（苫小牧総合経済）＞ 


